
断面図 S=1/300

見世

つし2階

中の間居間 蔀戸

職人が生活していた
天井高さの変化がある

吉田家

佐藤家

旧五十嵐歯科

蒲原郵便局

志田邸

宇佐美歯科医院

府中屋

東漸寺墓地

望月米穀
井上水産

国道396号線

新蒲原駅へ向かう歩道橋

道端のおじさんグループがいる

鳥居がある

敷地図 S=1/2,000

敷地図 S=1/2,000

藍染工房
機織り工房
住居

プログラム 敷地分析

プログラム 敷地分析

漆塗り工房
木工房
住居

カフェレストラン
コワーキング
スペース
住居

宿泊施設
住居

敷地B

敷地A

敷地D

敷地C

藍染は、旧蒲原宿内でも生業    
とされ地域のアイデンティ
ティとなり得る。志田邸とも
隣接していることで、文化を
継承する場となる。

蒲原町北側には山があり、対
象エリア内でも材木屋さんが
存在している。おじさんグ
ループがあつまる場所と近
く、技を教えてもらえる。

新蒲原駅から歩道橋を渡り、
すぐの敷地である。敷地南東
側には商店があり、北側には
墓地や幼稚園があることから
様々な人が行き交う。

新蒲原駅付近には宿場があま
りなく、新蒲原駅に近い敷地
は、 新たなライフスタイル応
えることのできる宿場が必要
と考える。

敷
地A

敷
地C

敷
地D

敷
地B

　

2

拠
点
居
住
者
や
移
住
者
は
地
域
の
中
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
心
を
も
つ
場
合
が
多
く
見
ら
る
た
め
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
す
る
。

　

地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
地
方
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
江
戸
時
代
に
蒲
原
宿
の
特
色

と
さ
れ
て
い
た
藍
染
や
漆
を
生
業
と
し
、2

拠
点
居
住
者
や
移
住
者
の
住
居
と
一
体
と
な
っ
た
暮
ら
し
の
場
を
計
画
す
る
。

お
祭
り

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月
元
旦
ま
ゆ
玉
ど
ん
ど
ん
焼
き

小
正
月
節
分
金
毘
羅
さ
ん(

新
田)

椙
守
神
社
初
午
（
本
町)

淡
島
さ
ん
（
堰
沢)

諏
訪
さ
ん
（
諏
訪
町)

水
神
さ
ん
（
堀
川)

天
王
さ
ん
（
天
王
町)

祇
園
さ
ん
（
神
沢)

輪
く
ぐ
り
さ
ん
（
新
田)

お
日
待
ち
（
新
田)（

新
田)

桑
原
の
六
角
地
蔵
さ
ん

お
盆

城
山
さ
ん
（
善
福
寺)

卍 お寺
神社

卍

卍

卍

卍

卍

卍
卍

卍

出典 :Yahoo! JAPAN
航空写真

対象エリア

至由比宿

至吉原宿

旧蒲原宿

旧東海道

東名高速道路

駿河湾

蒲原海岸

山居沢川

新蒲原駅

高浜 IC
富士由比バイパス

01-5.

観
光

01-3.

人
口
推
移

01-6.

お
祭
り

01-7.

神
様

01-4.

移
住
者
と

　
　
　2

拠
点
居
住
者

　
元
禄
期
の
洪
水
の
被
害
を
受
け
、
宿
場
を
山
側
に
移

し
て
い
る
。
西
木
戸
で
大
き
く
北
へ
折
れ
曲
が
っ
て
い

る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　
旧
東
海
道
に
沿
っ
て
国
道
一
号
線
が
通
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
が
、
蒲
原
宿
で
は
折
れ
曲
が
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
国
道
一
号
線
と
重
な
ら
ず
、
移
設
後
の
道
路
形
状
が
、

当
時
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。　
道
路
幅
は
本
陣
の
あ

る
町
の
中
心
部
に
い
く
ほ
ど
広
く
な
っ
て
い
く
。
北
側

に
は
神
社
仏
閣
が
多
く
、
街
道
か
ら
垂
直
に
細
い
路
地

が
形
成
さ
れ
参
道
と
な
っ
て
い
る
。
各
家
の
間
口
や
奥

行
き
も
中
心
部
に
つ
れ
て
大
き
く
な
る
。

　
江
戸
か
ら
数
え
て
東
海

道
の15

番
目
の
宿
場
町

と
し
て
栄
え
た
。
蒲
原
宿

は
、
東
海
道
の
難
所
で
あ

る
富
士
川
と
薩
摩
峠
に
挟

ま
れ
て
い
る
。

　
江
戸
後
期
に
安
藤
広
重

に
よ
っ
て
描
か
れ
た
「
蒲

原
夜
之
雪
」
は
東
海
道
五

十
三
次
の
中
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。

出典 : 蒲原宿の楽しい暮らし

出典 : 蒲原宿の楽しい暮らし

出典 : 静岡市HP　https://www.city.shizuoka.lg.jp/000_001587.html

01.

静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
蒲
原
町
に
つ
い
て

00.

背
景

継
承
と
発
展

旧
蒲
原
宿
に
お
け
る
職
住
一
体
の
暮
ら
し
の
場
の
提
案

01-1.

蒲
原
宿

01-2.
町
の
形
状

「蒲原夜之雪」 蒲原駅図

　
お
い
べ
っ
さ
ん
は

「
な
か
の
ま
」、
こ
う
じ

ん
さ
ん
「
台
所
」、
じ

の
か
み
さ
ん
、
お
い
な

り
さ
ん
は
「
中
庭
」
に

置
か
れ
、
住
居
内
の
至

る
と
こ
ろ
に
神
棚
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。

　
山
と
海
の
近
い
宿
場
町
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
観
光
は

宿
場
の
町
並
み
だ
け
で
は
な
い
。

　
蒲
原
宿
の
北
側
に
あ
る
御
殿

山
は
、
徳
川
家
康
の
御
殿
の
裏

山
で
あ
っ
た
。
春
に
は
約600

本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
オ
オ
シ

マ
ザ
ク
ラ
が
山
全
体
を
包
む
。

さ
く
ら
橋
か
ら
は
駿
河
湾
や
伊

豆
半
島
方
面
を
一
望
で
き
る
。

　
近
代
化
が
進
行
す
る
前
の
暮
ら
し
と
生
業
の
関
係
は
、
今
日
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
変
化
し
、
人
々
の
価
値
観
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
。

伝
統
的
な
住
宅
の
形
式
に
着
目
す
る
こ
と
で
、

今
日
の
多
様
化
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
ひ
と
つ
に
応
え
ら
れ
る
、

新
た
な
暮
ら
し
方
を
提
示
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
た
。

　
静
岡
市
蒲
原
町
は
江
戸
時
代
、
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
が

人
口
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
宿
場
の
町
並
み
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
。

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
人
と
の
関
わ
り
方
が
変
化
し
て
き
た
今
日
に
お
い
て
、

建
築
も
形
態
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

東
海
道
に
対
し
て
建
物
の
軸
を45

度
ふ
り
、

和
小
屋
を4

本
柱
で
支
え
る
新
た
な
架
構
を
提
案
す
る
。

　
軸
を
ふ
る
こ
と
に
よ
り
通
り
に
対
し
て
建
築
を
ひ
ら
き

新
た
な
人
と
建
築
の
関
係
を
作
り
出
す
。

　
交
通
の
利
便
性
や
共
働
き
、
子
育

て
の
し
や
す
い
ま
ち
と
し
て
、
静
岡

市
は
様
々
な
情
報
を
発
信
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
実
際
に
旧
蒲
原
宿
に
移
住
し
て
き

た
ひ
と
は
、
古
民
家
を
再
利
用
し
、

駄
菓
子
屋
さ
ん
を
営
ん
で
い
る
。

　
蒲
原
地
区
は
年
々
、
人
口

減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
。
今
後
も
人
口
減
少
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

　
一
年
を
通
し
て
様
々
な
お

祭
り
が
多
い
。

西木戸入り口 東木戸入り口

志田邸神棚 旧五十嵐邸神棚

歴史的建物に設置されている看板

駄菓子屋さんに集まる人々 駄菓子屋さん内観

蒲原宿中心をながれる山居沢川

蒲原地区人口推移

本陣

西木戸

東木戸

出典 : 廣重画　東海道五十三次 出典 : 東海便覧図略

出典 : テレベンチャー！静岡朝日テレビ

　
旧
蒲
原
宿
を
対
象
エ
リ
ア
と
す
る
。

　
現
在
、
蒲
原
町
は
人
口
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
東
海
道
沿
い
に
は
空
き
家
が
増
え
て
い
る
。
し
か
し
交
通
の
利
便
性
に
よ
り2

拠
点
居
住
者
や
移
住
者
か
ら
の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

03.

プ
ロ
グ
ラ
ム/

計
画
敷
地

03-1.

プ
ロ
グ
ラ
ム

④
磯
部
家

①

②

③

④

⑥

⑤ ⑦

⑧
⑨

長榮寺石碑

問屋場跡

蒲原夜之雪記念碑

1
広域図

　
道
路
沿
い
に
は
蒲
原
宿
の
古
い
特
徴
的
な
建
物
が
残
っ
て
お
り
、
歴
史
的
な
景
観
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　
古
い
建
物
の
中
か
ら
、
増
改
築
の
様
子
が
特
徴
的
な
も
の
に
つ
い
て
調
査
分
析
を
行
っ
た
。

　
国
登
録
有
形
文
化
財

　
土
蔵
・
文
書　

　
市
指
定
文
化
財

　
国
登
録
有
形
文
化

　
国
登
録
有
形
文
化
財

02.

調
査
・
分
析

②
志
田
邸

①
増
田
家

⑥
旅
籠
和
泉
屋
・
お
休
み
処

⑨
渡
邊
家

⑧
佐
藤
家

⑦
吉
田
家

⑤
本
陣
跡
・
佐
藤
家

　
「
ヤ
マ
ロ
ク
」
と
い

う
屋
号
で
、
米
・
塩
・

油
等
を
扱
う
商
屋
で

あ
っ
た
。

江
戸
後
期
に
醤
油
の

醸
造
も
手
が
け
る
家

内
工
業
へ
変
化
し
た
。

　
東
海
道
の
宿
場
町

内
で
唯
一
ほ
ぼ
当
時

の
ま
ま
現
存
、
公
開

さ
れ
て
い
る
醤
油
工

場
で
あ
る
。

　
見
世
部
分
に
は
、

日
光
や
雨
風
を
遮
る

蔀
戸
が
残
っ
て
い
る
。

中の間から見世をみる

見世の蔀戸

中の間から居間をみる
1階平面図 S=1/300

座敷座敷

見世

技工室
待合室

診療室

中の間仏間広間

蔵

台所

　
大
正
期
以
前
に
町
家
と
し
て
建
て

ら
れ
た
が
、
歯
科
医
院
を
開
業
す
る

に
あ
た
り3

回
の
改
築
を
経
た
。
内

部
は
和
風
で
外
観
は
洋
風
に
改
築

さ
れ
て
い
る
擬
洋
風
建
築
で
あ
る
。

名
医
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
元

宮
内
大
臣
田
中
光
顕
も
患
者
の1

人
で
あ
っ
た
。
熱
海
か
ら
の
患
者

は
、
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
る
前

で
あ
っ
た
た
め
、
歯
科
の
裏
に
住

居
を
建
て
、
泊
ま
り
込
み
で
診
察

に
き
て
い
た
。

　
水
道
が
な
か
っ
た
時
代
に
井
戸

水
を2

階
の
診
療
室
に
ま
わ
す
べ

く
、
ポ
ン
プ
の
形
状
を
と
っ
た
井

戸
が
中
庭
に
残
っ
て
い
る
。

　
宿
場
町
内
全
体
に
は
、
本
陣
を
中
心
に9

つ
の
大
旅
籠
が
あ

り
、
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
現
在
で
は
個
人
住
宅4.1

間
、
お

処
み
ど
こ
ろ2

間
に
分
か
れ
て
い
る
。

　

2

階
部
分
の
櫛
形
の
手
摺

や
看
板
掛
け
、 柱
か
ら
突
き

出
た
腕
木
な
ど
に
江
戸
時

代
当
時
の
面
影
が
残
る
。

　
旅
籠
は
旅
人
の
お
世
話

の
ほ
か
に
大
半
が
農
業
を

営
ん
で
い
た
。

旅籠 和泉屋立面写真

2階座敷から診療室をみる

　
国
登
録
有
形
文
化
財

③
旧
五
十
嵐
歯
科

本陣
1階平面図 S=1/300

個人住宅として
用いられている部分

座敷 見世中の間
土間

1
計画敷地図

　
敷
地
に
沿
っ
て
、
南
北
方
向
に
中
途
半
端
な
幅
員
の
路
地
が
伸

び
て
い
る
。
宿
場
町
の
特
徴
で
も
あ
る
細
長
い
短
冊
状
の
町
割
り

に
よ
り
、
長
手
方
向
の
立
面
は
閉
じ
ら
れ
た
印
象
を
も
つ
。

　
敷
地
い,

ろ 

は
古
い
建
物
に
隣
接
し
て
い
る
た
め
「
文
化
を
継
承
で
き
る
場
」

　
敷
地
は,

に 

は
駅
か
ら
近
い
た
め
、
観
光
客
も
利
用
可
能
な
「
文
化
を
発
信
で
き
る
場
」

と
し
て
計
画
す
る
。

03-2.

敷
地
選
定

03-3.

配
置
計
画

敷地ろ

敷地い

敷地に

敷地は

敷地ろ

敷地い東海道

東海道

敷地に

敷地は

　
周
辺
状
況
を
分
析
し
、
旧
東
海
道
を
挟
ん
で
対

面
す
る
敷
地
を
選
定
し
た
。

　
本
計
画
で
は
南
北

方
向
の
路
地
を
延
長

さ
せ
る
こ
と
で
、
東

海
道
に
面
す
る
立
面

だ
け
で
は
な
く
、
長

手
方
向
の
立
面
も
東

海
道
に
面
す
る
立
面

も
同
様
に
重
要
視
し

計
画
す
る
。

　
本
計
画
で
は
、

敷
地
い
に
重
点
を

お
い
て
設
計
す
る

が
、
ま
ち
の
活
性

化
の
た
め
敷
地
ろ,

は,

に
に
お
い
て

も
設
計
す
る
。



ま
ち
な
み:

平
入
屋
根

内
部:

箱
階
段

内
部:

空
間
の
連
続
性

生
業:

蔀
戸

生
業:

揚
見
世

生
業:

漆
器

生
業:

藍
染

内
部:

採
光

ま
ち
な
み:

格
子

ま
ち
な
み:

木
建
具

ま
ち
な
み:

手
摺

出典 :WindowScape3

束

4本柱

のぼり梁

瓦屋根

桁

設備図
縮尺: 1:200

1

かまば ゆとの

ざしき

東海道

07.

構
造
計
画

04.

古
い
建
物
か
ら
継
承
す
る
要
素

05.

設
備
計
画

06.

設
備
計
画

　
薪
ス
ト
ー
ブ
で
全
体
を
あ
た
た
め
る
。

　
長
屋
並
び
の
窮
屈
な
宿
場
町
で
安
定
し
た
光
を
と
る
た
め
、
屋
根
を
分
割
さ

せ
る
。

「45

度
ふ
ら
れ
た
和
小
屋
を
支
え
る4

本
柱
」

　
グ
リ
ッ
ド
を
旧
東
海
道
に
対
し
て45

度
ふ
り
、

小
屋
組
を4

本
柱
で
支
え
る
。

　

4

本
に
柱
を
束
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
柱
と
梁
の
接

合
部
を
剛
接
合
的
な
取
り
合
い
と
み
な
す
こ
と
で

壁
量
を
減
ら
す
こ
と
な
ど
が
可
能
と
な
る
。

　
旧
宿
場
町
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
歴
史
的
な
景
観
が
重
要
視
さ
れ

て
い
る
。
古
い
建
物
か
ら
今
日
に
効
果
の
あ
る
要
素
を
継
承
す
る
。

棚

靴箱 郵便受 小机 カウンター

揚見世

台所

神棚 脱衣所棚 風呂小棚 戸袋 コントロールポール

「45

度
」
の
軸
を
ふ
る
こ
と
に
よ
る
効
果

「4

本
柱
」
に
よ
る
効
果

　

 

宿
場
町
の
町
並
み
は
東
海
道
に
並
行
に
立
面
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。

町
並
み
は
水
平
性
が
保
た
れ
、
統
一
さ
れ
た
景
観
を
保
っ
て
い
る
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
人
と
の
関
わ
り
方
が
変
化
し
て
き
た
今
日
に
お
い
て
、

建
築
も
同
様
に
形
態
を
変
え
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。

　

105

角
の
柱
に
比
べ
て
、4

本
柱
は
壁
に285m

m

の
厚
み
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
古
い
住
宅
に
は
部
屋
を
格
付
け
る
空
間
な
ど
が
存
在
し
て
い
た
。

　285m
m

の
厚
み
に
よ
り
部
屋
を
格
付
け
る
た
め
の

「
ふ
る
ま
い
空
間
」
を
仕
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

4

本
柱
の
間
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
で
、

建
具
の
可
動
域
を
広
げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

空
間
の
多
様
性
が
う
ま
れ
る
。

　

45

度
軸
が
ふ
ら
れ
る
こ
と
で
各
所
に
鍵
込
ま
れ
た
空
間
が
う
ま
れ
る
。

隣
地
が
近
い
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
「
坪
庭
」

隣
地
側

接
道
側

隣
地
が
遠
い
場
合

　
　
「
ひ
と
の
集
ま
る
場
」

建具を寄せることで広い空間として使える

見
世
の
あ
ふ
れ
だ
し

建
具

視
線
の
操
作

　
そ
え
ぞ
れ
の
鍵
込
ま
れ
た
坪
庭
の
植
栽
を
隣
接
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
あ
わ

せ
、
庭
を
意
味
づ
け
計
画
す
る
。

神聖な庭:
サカキ/ヒイラギ/センリョウ/ヤブコウジ
料理の庭:
ゲッケイジュ/サンショウ/チャノキ

花木の庭:
ハナカイドウ/ツツジ/
ベニバナトキワマンサク/コトネアスター
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東海道側立面図

1 階平面図

上

上

志田邸

あいぞめ工房
はたおり工房

なかのま
いま
なんど

対象 　　　:  移住者

プログラム :

敷地ろ

敷地い

敷地に

敷地は

みせ
かまば
ざしき
ゆとの

0

910

1820

3640

5460

断面透視図

みせ ざしき はたおり工房あいぞめ工房 えん

なんど

なんど

東
海
道

敷
地
い
　
藍
染
文
化
を
後
世
に
受
け
継
ぐ

　
蒲
原
宿
内
に
は2
軒
、
宿
外
に
は1

軒
の
藍
染
屋
が
あ
っ
た
。

　
蒲
原
の
砂
地
、
暖
か
な
気
候
は
藍
の
栽
培
に
適
し
て
い
た
。「
昔
、

徳
島
の
藍
建
師
が
毎
年
や
っ
て
き
て
い
た
」
と
の
口
伝
え
が
あ
り
、
昭

和
ま
で
藍
畑
が
あ
っ
た
。
戦
争
に
よ
り
藍
畑
は
芋
畑
に
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
今
で
も
藍
を
栽
培
し
染
色
し
て
い
る
。

　
敷
地
い
は
、
藍
染
と
染
色
の
も
の
と
な
る
機
織
り
を
生
業
を
す
る
移

住
者
住
居
の
計
画
で
あ
る
。
志
田
邸
と
連
携
し
な
が
ら
蒲
原
の
文
化
を

継
承
し
て
い
く
。

▲あいぞめ工房の藍甕で藍をたてている移住者。

▲みせ部分を東海道側からみる。藍染商品が並び賑わう。

▲なかのまをみる。階段の一部が机の天板にもなる。

▲いまからあいぞめ工房を見下ろす。

▲えんをみる。普段、ざしきを打ち合わせに使うこともできる。
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敷地に
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東
海
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受付

バックヤード

1 階平面図

ざしき

畑

▲えんをみる。ワークショップの際には建具を外に引き出し説明できる。

X1-X2,Y2 詳細図　「見世　揚見世」 X7,Y5-Y6 詳細図　「機織り工房　糸棚」X3-X4,Y2 詳細図　「藍染工房　格子と板戸」

うるしぬり工房
もく工房
みせ
かまば
ざしき
ゆとの

なかのま
いま
なんど

対象 　　　:  移住者
プログラム :

　
蒲
原
宿
の
特
産
は
漆
塗
り

工
芸
品
で
あ
っ
た
。
蒲
原
の

漆
塗
り
は
古
代
塗
り
と
称
さ

れ
、
明
治
に
は
工
場
が
設
立

さ
れ
反
映
し
た
。
製
品
は
近

辺
地
域
だ
け
で
な
く
、東
京
、

横
浜
、
京
都
、
北
海
道
へ
も

出
荷
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
も

輸
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り

「
蒲
原
塗
」
と
し
て
人
気
を

博
し
た
。

　
漆
器
を
制
作
す
る
木
工
房

と
漆
塗
を
生
業
と
す
る
移
住

者
住
居
を
計
画
す
る
。
木
工

房
は
漆
製
品
だ
け
で
な
く
、

室
内
の
薪
ス
ト
ー
ブ
の
薪
も

加
工
し
他
住
居
に
補
充
す
る

役
割
も
も
つ
。

＊
引
用:

https://www.city.shizuok
a.lg.jp/000077894.pdf

▲東海道側からみる。

▲みせ部分を東海道側からみる。漆器商品が並び賑わう。 ▲もく工房で作業する移住者。奥にはうるしぬり工房もみえる。

敷
地
は
　
藍
に
よ
り
関
わ
り
を
も
つ
茶
屋

　
新
蒲
原
駅
か
ら
一
番
近
い

敷
地
で
あ
る
。
敷
地
北
側
に

は
墓
地
や
幼
稚
園
が
あ
り
、

様
々
な
年
代
の
人
が
行
き
交

う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
食
事
の
で
き
る
カ
フ
ェ
レ

ス
ト
ラ
ン
と
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
の
あ
る2

拠
点
居

住
者
住
居
を
計
画
す
る
。2

拠
点
居
住
者
の
生
活
は
、
首

都
圏
に
仕
事
が
あ
り
、
生
活

を
蒲
原
で
し
て
い
る
ひ
と
と

す
る
。
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン

は
、2

拠
点
居
住
者
を
中
心

に
地
域
の
ひ
と
も
混
ざ
り
運

営
す
る
。

　
藍
は
薬
膳
の
効
能
も
あ
り

薬
膳
料
理
を
中
心
と
し
、
敷

地
い 

と
も
関
わ
っ
て
く
る
。

ちゃや
だいどころ
さぎょうば
かまば
ざしき
ゆとの

なかのま
いま
なんど

対象 　　　:  
2 拠点居住者

プログラム :

▲だいどころ部分を東海道側からみる。

▲東海道側からみる。

▲コワーキングオフィスとして利用できる作業場。

▲ちゃやで軽食をとる。 ▲かまばからうるしぬり工房をみる。

▲東海道側からみる。

敷
地
に
　
宿
場
町
と
し
て
の
旅
籠

　
江
戸
時
代
の
天
保
の
頃
、

蒲
原
宿
内
に
は
大
旅
籠9

、

中
旅
籠16

、
小
旅
籠17

、

馬
宿3

が
存
在
し
て
い
た
。

宿
場
町
は
旅
人
の
お
世
話
な

ど
、
宿
場
を
中
心
に
発
展
し

て
い
っ
た
が
、
イ
ン
フ
ラ
の

変
化
に
よ
り
宿
場
の
要
素
は

な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
新
た

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応

す
る
た
め
、2

拠
点
居
住
者

や
観
光
客
の
た
め
の
旅
籠
の

機
能
が
必
要
で
あ
る
。

　
宿
泊
施
設
と
首
都
圏
で
生

活
し
週
末
蒲
原
に
か
え
っ
て

く
る2

拠
点
居
住
者
の
住
居

を
計
画
す
る
。
宿
泊
施
設
と

住
居
は
母
屋
と
離
れ
の
よ
う

な
佇
ま
い
と
す
る
。

　

はたご
かまば
ゆとの

なかのま
いま
なんど
ゆとの

対象 　　　: 
2 拠点居住者

プログラム :

▲みせ部分を東海道側からみる。土間部分で利用説明をうける。▲はたごをみる。

▲バックヤードからは裏の畑がみえる。▲なかのまから畑ごしのはたご棟をみる。 ▲なんどからテラスをみおろす。

敷
地
ろ
　
特
産
の
漆
器
を
後
世
に
受
け
継
ぐ

▲なかのまからもく工房をみおろす。
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